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はじ めに  

 

か ご し ま 県民大学中央セ ン タ ー の令 和３ 年度 事業報告 書を ま と め ま し た ので ， こ こ に 報

告 し ま す 。  

本 セ ン タ ー は ， 「 第３ 期鹿児島県教 育振 興基 本計画 」 （ 平 成31年２ 月策定 ） に 基 づ き ，

県 民の 皆様 が生涯を 通じ て 学 び 活躍で き る 環境 づ く り の実 現を 目指 し て ， 「 調査 ・ 研 究」

「 学習 機会 の提供 」 「 学習情 報の提供」 の視点 で 事 業を 行っ て お り ま す 。  

令 和２ 年度の 第10期中 央教育審議会 生涯 学習 分科会 で は， 人生 100年時 代やSoci et y5. 0な

ど ， 社 会の 変化や課題を 踏ま え た 新し い 時代の 生涯 学習や ， 学校教育 の領 域を 除い た 組織

的 な 教 育活 動を 対象と す る 生涯学習 ・ 社会教育 の在 り 方が議論 さ れ ま し た 。 そ こ で は ， 新

型 コ ロ ナ ウ イ ルス 感染症に 関 す る 対応 等も 踏ま え ， そ れぞ れの 場に お い て 「 学び を 止め な

い 」 こ と の必 要性 が共 有さ れた と と も に ， Ｉ Ｃ Ｔ 等の 新し い 技 術を 活用し た 学び な ど ， 新

た な 学 び の 可能性も 示さ れ ま し た 。  

こ のこ と を 踏ま え ， 本 年度は遠隔会 議シ ス テ ム を 積極 的に 活用 し て 事業を 展開し ま し

た 。 「 調 査・ 研究 」 で は， 昨年度か ら 実 施し て い る 「 かご し ま 県民大 学中 央セ ン タ ー 大学

等 連携 懇談 会」 を オ ン ラ イ ン 形式で 実施 し ， 市町村 から の支援 ニ ー ズ に 対 す る 本セ ン タ ー

と 大学 等の 取組の実際に つ い て ， 事例報告 と 情報交 換， 協議 を 行い ま し た 。  

「 学習 機会の提供」 で は， 「 メ デ ィ ア 研修講座 」 に お い て 新し く ア ド バン ス 型を 設け ，

Ｉ Ｃ Ｔ 機器 の活用に 係る 内容 の講座を 実施 す る と と も に ， 市町村等 に お け る メ デ ィ ア に 係

る 課題 解決 のた め の技術支援 等を サポ ー ト 型と し て 実施し ま し た 。 「 生涯 学習県民大学講

座 」 で は ， タ ブ レ ッ ト パソ コ ン やモ バイ ルル ー タ ー 等を 活用 し た 様々 な 形 態の講座 を 試み

ま し た 。 「 か ご し ま 青 年塾」 運営事 業 に お い て も ， 一部の 講座 を オ ン ラ イ ン 形式 と し ま し

た が， 塾生が 自宅 等から オ ン ラ イ ン で 参加 で き る よ う 工夫 を し ま し た 。  

「 学習 情報の提供」 で は， 「 指導者 ・ 講 師情 報提供 シ ス テ ム 」 を 各市 町村 の生涯 学習 ・

社 会教 育関 係機関向け に 整理 し ， 大幅に 見直 し ま し た 。  

本 報告 書が市町村を はじ め ， 多く の 社会 教育 関係者の 皆さ ま に 活用 さ れ， 各所で の事 業

推 進の 一助 と な れば幸い で ご ざ い ま す 。  

結 び に 本報告書の作成に 当た り ， 多 大な 御尽 力， 御協 力を 賜り ま し た 関係者 並び に 各 関

係 機関 の皆 様に 深く 感謝申し 上げ ま す と と も に ， 今 後と も 本セ ン タ ー の各 種事業 に ， 御支

援 ， 御 指導 を 賜り ま す よ う お 願い 申し 上げ ま す 。  

 

令 和４ 年３ 月  

かご し ま 県民 大学 中央 セ ン タ ー  

所 長  青谷  有美代 
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Ⅰ　事業体系

学習機会の提供 学習情報の提供 調査・研究

1
令和３年度　かごしまの生涯学習

生涯学習県民大学講座

メディア研修講座

かごしま青年塾

かごしま県民大学連携講座
とことんまなぶー講座 各大学等における公開講座等

生涯学習に関する情報誌の
発行

生涯学習ふれあい展示

生涯学習に関する資料等の展示

情報システムによる情報提
供
（指導者・講師情報，ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾝﾃﾝﾂ）

生涯学習相談窓口

「学びの手帳」推進事業

アジア国際子ども映画祭参
加作品選定事業

県視聴覚ライブラリー運営

かごしま県民大学中央セ
ンター大学等連携懇談会

鹿児島県社会教育・生涯
学習現状調査

学習プログラムの開発

 人  人

 人  人

 人  人

 人  人

 人  人

※令和３年度も，令和２年度に引き続き新型コロナウイルスの影響で予定していた講座が相次いで中止となった。

1  講座

 講座 408

（ 参考） 　 主催講座の講座数及び受講者数

令和３ 年度 令和２ 年度

講座数 受講者数 講座数 受講者数

20  講座 515 19

合　 　 計

6539  講座 2, 091 3  講座

 講座 224 6  講座 298

381  講座 38

5

 講座 80965  講座 2, 868 29

事　 　 業

生涯学習県民大学講座

メ ディ ア研修講座

かごし ま県民大学連携講座( と こ と んま なぶー講座)

かごし ま青年塾塾



２ 
令和３年度 かごしまの生涯学習 

Ⅱ 学習機会の提供 

 

１ 生涯学習県民大学講座 

⑴ 目的 

市町村や大学等と 連携し て， 現代的課題や市町村が抱える課題を 解決するための学習機会を

提供するこ と により ， 市町村の実情に即し た生涯学習の振興を支援する。  

 

⑵ 実施主体 

中央センタ ー及び開催を希望する市町村教育委員会 

 

⑶ 内容 

現代的課題や市町村が抱える課題の解決に向けた内容 

（ 中央センタ ーと 開催市町村教育委員会が協議し て決定）  

 

⑷ 概要 

ア 会場及び講座数 

講座開設市町等 市町数 講座数 

瀬戸内町， 指宿市， 与論町， 龍郷町( 中央セン タ ーと 同時開催)  

屋久島町， 錦江町， 徳之島町， 伊仙町， 南種子町， 枕崎市 

薩摩川内市， 知名町 

12  24  

中央セン タ ー（ かごし ま県民交流センタ ー）        １  ( 重複除く ) ４  

合  計 13  28  

※ 屋久島町・ 錦江町・ 伊仙町・ 枕崎市は， 新型コ ロ ナウイ ルス感染拡大防止の観点から 開催中 

止。  

イ  講師 

各講座内容に応じ た専門家 

ウ 講座型式    

( ア )  テ ー マ 学 習 型…１ 講座90分， 各会場２ 講座， 講義形式を基本と する講座 

( イ )  プロジェ ク ト 型…課題解決に向けて， 形式や手法など， 効果的な方法を中央センタ ーと 協 

議し ながら 一緒に考えていく 講座 

  ( ｳ)  ア ド バ ン ス 型…先進的でモデル的な内容の講座（ 中央センタ ーが企画・ 運営）  

エ 受講者 

県民 

オ 定員 

１ 講座30人程度（ 施設の状況や感染症状況に応じ て設定）  

カ  受講料 

無料 

 

⑸ その他 

ア 広報・ 準備及び運営等は市町村教育委員会と 中央センタ ーが協働・ 分担し て行う 。  

イ  講師の旅費及び謝金は県が負担する。  



テーマ 会　場 受講
者数

教育・子育て
（家庭教育）

49

教育・子育て
（家庭教育）

37

教育・子育て
（家庭教育）

23

地域活性
（青少年教育）

24

教育・子育て
（人権教育）

22

教育・子育て
（青少年教育）

20

郷土理解
（歴史）

37

地域活性
（歴史）

33

教育・子育て
（人権教育）

ー

食生活 ー

医療・健康
（健康維持）

ー

郷土理解
（歴史）

ー

教育・子育て
（人権教育）

26

教育・子育て
（読書活動）

27

教育・子育て
（青少年教育）

ー

教育・子育て
（青少年教育）

ー

地域活性
（まちづくり）

21

教育・子育て
（青少年教育）

23

医療・健康
（健康維持）

ー

教育・子育て
（青少年教育）

ー

教育・子育て
（青少年教育）

13

地域活性
（まちづくり）

16

教育・子育て
（青少年教育）

30

SDGｓ
（環境問題）

28

郷土理解
（歴史）

かごしま県民
交流センター

13

地域活性
（歴史）

★龍郷町から
オンライン配信

9

かごしま県民
交流センター

15

★東京都から
オンライン配信

15

かごしま県民
交流センター

17

★岐阜県から
オンライン配信

17

515

7/31

10:30～
12:00

(土)

令和３年度　かごしまの生涯学習

13:00～
14:30

(火)
中止

15:00～
16:30

★地域資源を生かしたまちづくり

3

10/9

10:00～
12:00

SDGsから考える私たちの地域の未来
～明日一歩を踏み出すために～

鹿児島大学法文学部
准教授　酒井　佑輔

★議論を描いて促す「グラフィック
　レコーディング」をやってみよう！（後半）

(日)
14:45～
16:15

10/24

13:00～
14:30

★これからのエコライフを考える
第一工業大学（現第一工科大学）
元教授　石本　弘治

(日)
15:00～
16:30

(土)
14:00～
16:00

★印の13講座はオンラインにて実施。

11/7

13:00～
14:30

伊
仙
町

「うっとうしい」けれど「見守ってて」
〜思春期の子どもの特性と関わりを考える〜

鹿児島純心女子短期大学生活学科
准教授　森木　朋佳 伊仙町中央公民

館
8/29

13:00～
14:30

‘発達デコボコ’とうまく付き合う
～一緒に探る子育てのヒント～

志學館大学人間関係学部
助教　野元　明日香

(日)
中止

15:00～
16:30

知
名
町

思春期のこころとコミュニケ―ション
志學館大学
助教　前野　明子 知名町中央公民

館

鹿
児
島
市

★西郷菊次郎生誕160年記念
　～菊次郎が考え，なしえたこと～

郷土理解
（歴史）

★薩摩義士縁の地を歩く
岐阜女子大学
教授　丸山　幸太郎

★宝暦治水の実像に迫る

屋
久
島
町

13:30～
15:00

屋久島の海は知られざる食材の宝庫
鹿児島大学水産学部
教授　大富　潤

(木)
中止

15:10～
16:40

錦
江
町

健康寿命延伸のための運動の効果と実践
鹿屋体育大学スポーツ生命科学系
教授　中垣内　真樹 錦江町文化セン

ター
8/21

10:30～
12:00

「武の国」だけじゃない薩摩の魅力
尚古集成館
学芸員　小平田　史穂

(土)
中止

13:30～
15:00

13:00～
14:30

地域の力が子どもの力に！
子育てふれあいグループ自然花
代表　大脇　治樹

(日)
15:00～
16:30

与
論
町

LGBT理解講座
～多様な性について理解を深めよう～

レインボーポート向日葵
メンバー　正貴 与論町地域福祉

センター
7/3

15:00～
16:30

もう一度、性教育。子どもに伝えられる大人に
なろう

鹿児島県助産師会
助産師　安藤　美智子

(土)
16:45～
18:15

指
宿
市

市町 講  座  名 講師(敬称略) 期日 時間

瀬
戸
内
町

★子どもはのびのび育てよう
　～アドラーに学ぶ～

鹿児島純心女子短期大学
教授　河野　一典 瀬戸内町きゅら

島交流館
6/6

10:30～
12:00

★子どもの「こころ」と「からだ」のサイン
　～コロナ禍におけるストレス対処法～

鹿児島女子短期大学
教授　松元　理恵子

(日)
13:00～
14:30

★西郷菊次郎生誕160年記念
　～菊次郎を育んだ故郷を歩く～

まちづくり地域フォーラム・かごし
ま探検の会
代表理事　東川　隆太郎

枕
崎
市

鹿児島大学大学院理工学研究科
准教授　有馬　一成

枕崎市市民会館

やる気のある子供の学び方と親の関わり
鹿児島大学学術研究院 法文教育学域
教育学系
副学部長　今林　俊一

薩
摩
川
内
市

子どもたちの生きる力が育つ体験活動
〜仲間との成功体験から生まれるもの〜

鹿児島大学共通教育センター
准教授　福満　博隆 薩摩川内市中央

公民館

健康食品
〜かしこく知って、かしこく元気に〜

13:00～
14:30

グラフィック
レコーディング

★議論を描いて促す「グラフィック
　レコーディング」をやってみよう！（前半） アラワス

代表　関　美穂子
10/17

(日)
14:45～
16:15

13:00～
14:30

10:30～
12:00

西郷菊次郎生誕160年記念
～菊次郎を育んだ故郷を歩く～

まちづくり地域フォーラム・かごし
ま探検の会
代表理事　東川　隆太郎

(土)
13:00～
14:30

13:00～
14:30

★子育ての　魔法の力「読む・書く・聞く」
鹿児島国際大学
特任准教授　岩下　雅子

(土)
15:00～
16:30

10:30～
12:00

★ゲームやスマホにハマる子どもと
　どう関わるか

(土)
13:30～
15:00

9/14

鹿児島県立開陽高等学校通信制課程
教頭　吉満　庄司

⑹　 講座一覧及び受講者数

ふれあいプラザ
なのはな館

6/20

龍
郷
町

西郷菊次郎生誕160年記念
～菊次郎が考え，なしえたこと～

鹿児島県立開陽高等学校通信制課程
教頭　吉満　庄司 龍郷町生涯学習

センターりゅう
がく館

南
種
子
町

まちづくり地域フォーラム・かごし
ま探検の会
代表理事　東川　隆太郎 南種子町研修セ

ンター
志學館大学
准教授　松本　宏明

子供たちに自分事として考えさせる情報モラル
教育

かごしま県民大学中央センター
指導主事兼専門員　坂元　一善

一人ひとりの人権が尊重され「誰一人取り残さ
ない」地域づくりについて

オフィスピュア
代表　たもつ　ゆかり 屋久島離島開発

総合センター
8/19

徳
之
島
町

★誰もが幸せに生きるために
　～人の心に思いを馳せて～

鹿児島県人権同和対策課
研修専門員　鎌田　豊作 徳之島町生涯学

習センター
12/11

1/8

7/31



⑺　 受講者の状況

　 ア　 テーマ別

家庭教育 3 109 21. 2
青少年教育 4 86 16. 7
人権教育 2 48 9. 3
読書活動 1 27 5. 2
医療・ 健康 0 0 0. 0
食生活 0 0 0. 0
地域活性 4 103 20. 0
郷土理解 3 84 16. 3
Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 1 28 5. 4
ｸﾞ ﾗﾌｨｯｸﾚｺ ﾃー゙ ｨﾝｸﾞ 2 30 5. 8

20 515 100. 0 515 100. 0

　 イ 　 市町村別
№

1 86 16. 7
2 66 12. 8
3 55 10. 7
4 53 10. 3
5 51 9. 9
6 50 9. 7
7 44 8. 5
8 42 8. 2
9 34 6. 6

10 7 1. 4
11 4 0. 8
12 4 0. 8
13 4 0. 8
14 3 0. 6
15 2 0. 4
16 2 0. 4
17 2 0. 4
18 2 0. 4
19 2 0. 4
20 2 0. 4
合　 計 515 100. 0

　 ウ　 年代別

0 0. 0
3 0. 6

26 5. 0
65 12. 6

137 26. 6
144 28. 0
100 19. 4
34 6. 6
2 0. 4
4 0. 8

515 100. 0

令和３年度　かごしまの生涯学習
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瀬戸内町

鹿屋市

日置市

 地域・
郷土

割合
（ ％）

　 合　 計　

霧島市

曽於市

参加者の
市町村

60代

20代
30代

10歳未満
10代

合計
（ 人）

合計

70代
80歳以上

指宿市

南種子町

与論町

薩摩川内市

和泊町

奄美市

出水市

姶良市

南さ つま市

36. 3187

テーマ

枕崎市

いちき串木野市

受講者数

（ 人）
割合

（ ％）

0 0. 0

58 11. 3

不明

40代
50代

年齢

 教育・
子育て

270 52. 4

受講者数

（ 人）
講座数

割合
（ ％）

割合
（ ％）

合計
（ 人）

講座内容の区分

 医療・
健康

 その他

鹿児島市

龍郷町

徳之島町

知名町

瀬戸内町 16.7%

龍郷町

12.8%

鹿児島市

10.7%

徳之島町 10.3%知名町 9.9%

指宿市 9.7%

与論町8.2%

南種子町

8.5%

薩摩川内市 6.6%

その他 6.6%

50代
28.0%

40代

26.6%
60代

19.4%

30代

12.6%

70代

6.6%

20代 5.0%
10代0.6% 80歳以上 0.4%

不明 0.8%

家庭教育

21.2%

地域活性

20.2%

青少年教育

16.7%

郷土理解

16.3%

人権教育

9.3%

ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾚｺｰ

ﾃﾞｨﾝｸﾞ 5.8%

ＳＤＧｓ 5.4% 読書活動 5.2%



⑻　 受講者の満足度

213 41. 4
127 24. 7

9 1. 7
3 0. 6

163 31. 7
515 100. 0

⑼　 受講目的

110 23. 0
90 18. 8
87 18. 2
80 16. 7
44 9. 2
30 6. 3
27 5. 6
6 1. 3
4 0. 8
0 0. 0

478 100. 0
※複数回答による

⑽　 受講後に参加し たい活動

113 15. 8
104 14. 6
97 13. 6
92 12. 9
83 11. 6
56 7. 8
53 7. 4
42 5. 9
32 4. 5
28 3. 9
0 0. 0
2 0. 3

12 1. 7
714 100. 0

※複数回答による
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項　 目
割合

（ ％）

と ても 満足

合計
（ 人）

合　 計

国際交流

その他

参加し たいと 思わない

割合
（ ％）

項　 　 目

合計
（ 人）

割合
（ ％）

項　 　 目

合計
（ 人）

仕事上の必要性

教養

家庭や日常生活

地域・ 社会活動

勤務先から の勧め

健康の維持・ 増進

他人と の親睦

無回答・ わから ない

合　 計

その他

就職・ 転職の必要性

無回答

合　 計

郷土理解・ 伝統継承活動

地域学校協働活動

子育て支援

観光・ 産業活性化

スポーツ・ 文化活動

環境保全

障害者等支援

防犯・ 防災活動

青少年体験活動支援

満足
やや不満足

不満足
無回答

とても満足

41.4%

満足

24.7%

やや不満足

1.7%

不満足

0.6%

無回答

31.7%

青少年体験活動支援
15.8%

郷土理解・伝統継承

活動 14.6%

地域学校協働活動
13.6%

子育て支援 12.9%

観光・産業活性化 11.6%

スポーツ・文化活動
7.8%

環境保全 7.4%

障害者等支援 5.9%

防犯・防災活動 4.5%

国際交流 3.9% 無回答・参加したいと思わない 2.0%

仕事上の必要性
23.0%

教養

18.8%

家庭や日常生活
18.2%

地域・社会活動
16.7%

勤務先からの勧め

9.2%

健康の維持・増進
6.3%

他人との親睦

5.6%

就職・転職の必要性 0.8%その他 1.3%
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２ メディア研修講座 

⑴ 概要 

ア 趣  旨 

県内市町村等におけるメ ディ ア研修の充実及び視聴覚教材の利用促進を図るために， 市町村等生涯

学習・ 社会教育関係者等を対象と し てＩ Ｃ Ｔ 機器等を使用し た研修を行う 。 市町村等におけるＩ Ｃ Ｔ

機器等を有効に活用できる指導者等を養成するこ と を通し て， Ｉ Ｃ Ｔ 機器等を活用し た生涯学習を推

進する。  

イ  対 象 

県及び市町村等生涯学習・ 社会教育関係者等 

ウ  場 所 

かごし ま県民交流センタ ー及び講座依頼のあっ た関係団体が定める会場 

⑵ 内容 

ア テーマ学習型 

中央センタ ーが， 現代的課題や市町村が抱える課題の解決に向けてテーマを設定し ， 講義や演習形

式で行う 講座 

( ｱ)   実施状況（ ４ 講座）  

研修講座名 期  日 主 な 内 容 受講者（ 人） 

第１ 回， 第３ 回メ ディ ア研修講座 

～視聴覚教材予約システムの効果的な活

用～ 

５ 月21日（ 金)  

10月６ 日（ 水)  

・ 視聴覚ライブラ リ ーの運営 

・ 視聴覚教材管理システムの利用法 

・ オンライン講座の企画・ 運営 

４  

４  

第２ 回， 第４ 回メ ディ ア研修講座 

～Ｉ Ｃ Ｔ を活用し た効果的な情報発信～ 

６ 月16日（ 水)  

12月10日（ 金)  

・ Ｉ Ｃ Ｔ を活用し た効果的な情報発信 

・ 読みたく なる広報・ チラシづく り  

６  

５  

  合 計 19 

( ｲ)  受講者の実践・ 感想等   

氏名（ 敬称略）  受講し た講座 講座を生かし た実践・ 感想等 

指宿市教育委員会 

社会教育課   

鶴田 重孝 

第２ 回メ ディ ア研修講

座～Ｉ Ｃ Ｔ を活用し た

効果的な情報発信～ 

情報発信を行う 際は， タ ーゲッ ト を明確に伝えたい

こ と を具体的にアピールするこ と が大切であると 知っ

た。 一方， 発信の際には著作権など「 知的財産権」 に

も 十分留意し たい。 オンラ インでも 必要なこ と はきち

んと 学ぶこ と ができた。 移動時間の短縮や感染症のリ

スク 軽減など， オンラ インなら ではのメ リ ッ ト も 大き

いと 感じ た。  

イ アド バンス型 

生涯学習・ 社会教育におけるＩ Ｃ Ｔ 機器の活用について， 先進的でモデル的な内容の講座 

( ｱ)  実施状況（ １ 講座）  

研修講座名 期  日 主 な 内 容 受講者（ 人） 

メ ディ ア研修講座～オンラ イ

ン・ メ ディ アでなにができるの

か？～ 

講師： 東京大学大学院情報学環

教授 水越 伸 氏 

10月14日（ 木)  ・ 講義１ ： メ ディ ア論の観点 

・ 講義２ ： オンラ インでできるこ と ，

できないこ と  

19 

( ｲ)  受講者の実践・ 感想等   

氏名（ 敬称略）  講座を生かし た実践・ 感想等 

知名町教育委員会 

生涯学習課  

上原 美穂香 

オンラ インでは不得手なこ と やオフ ライ ンより 効果が高まるこ と ， あるい

は， こ れまで不可能だと 考えていたこ と が， 実は工夫次第ではオンラ インで

も 可能になるこ と があるこ と を知り ， 非常に参考になっ た。 オンラ インを活

用するかどう かはこ れまでの経験から 判断する場合が多いが， あら かじ め，

オンライ ンでできるこ と ， できないこ と をし っ かり 把握し ， どのよう な効果

を期待するのかを設定し ておく こ と が重要だと 思っ た。  



7 
令和３年度 かごしまの生涯学習 

 

ウ サポート 型 

市町村等におけるＩ Ｃ Ｔ 機器等活用の促進と 教育的課題の解決を図るために， 市町村等が実施する

Ｉ Ｃ Ｔ 機器活用等に関する研修へ講師や技術支援と し て中央センタ ーの職員を派遣し て行う 講座 

( ｱ)  実施状況 （ 全34講座 オンライン： 29講座）  

月 日 サポート 市町村( 団体)  研修会名称等 オ ン ラ イ ン 

４  13 県教育庁社会教育課 鹿児島の未来を 担う 青少年の志を 育む事業「 かごし ま 夢 有為塾」 担当者打合会  ○ 

４  23 北薩教育事務所指導課長 第１ 回北薩地区社会教育担当者等研修会 ○ 

４  28 鹿児島県議会事務局長 写真撮影技術講習会  

６  12 屋久島町立一湊小学校 オン ラ イ ン 研修～子供たち に自分事と し て考えさ せる 情報モラ ル教育～ ○ 

６  13 全国高等学校総合文化祭推進室 第47 回全国高等学校総合文化祭生徒実行委員選考会  

６  19 県教育庁社会教育課 鹿児島の未来を 担う 青少年の志を 育む事業「 かごし ま  夢 有為塾」 結団式 ○ 

７  ３  県男女共同参画推進課 男女共同参画基礎講座接続テスト  ○ 

７  ４  県立図書館 奉仕課 令和３ 年度親子読書研修会 技術支援 ○ 

７  ６  県男女共同参画推進課 男女共同参画基礎講座接続テスト  ○ 

７  15 県教育庁社会教育課 令和３ 年度社会教育主事等研修会・ 人権教育指導者研修会 ○ 

７  21 薩摩川内市立視聴覚ライブラリ ー ビデオ編集講座  

８  ４  県教育庁保健体育課 令和３ 年度学校給食衛生管理等研修会・ アレルギー講習会 ○ 

８  ５  県男女共同参画推進課 県内大学等男女共同参画連携会議 ○ 

８  ６  曽於市教育委員会社会教育課 令和３ 年度教育メ ディ ア研修講座（ 大隅地区）   

８  26 県男女共同参画推進課 令和３ 年度「 女性のエンパワーメ ント 事業」 選定審査会 ○ 

８  31 県男女共同参画推進課 職場におけるジェ ンダー平等推進事業コ ンペティ ショ ン ○ 

９  １  県男女共同参画推進課 かごし まジェ ンダー平等推進プロジェ クト チーム会議 ○ 

９  24 薩摩川内市視聴覚ライブラリ ー 県視聴覚教育連盟教材選定委員会 ○ 

９  25 県男女共同参画推進課 相談室スーパービジョ ン ○ 

10 ６  県男女共同参画推進課 令和３ 年度子ども たちの男女共同参画学びの広場推進事業 ○ 

10 19 県教育庁社会教育課 令和３ 年度公民館関係者研修会 ○ 

10 19 県教育庁社会教育課～10/20  令和３ 年度家庭教育支援員研修会 ○ 

10 22 県教育庁社会教育課 第73回九州地区公民館研究大会（ 鹿児島大会） 第１ 回検討委員会 ○ 

10 27 県教育庁社会教育課 令和３ 年度かごし ま地域学校協働活動研修会（ 鹿児島市会場）  ○ 

11 12 県教育庁社会教育課 令和３ 年度かごし ま地域学校協働活動研修会（ 北薩会場）  ○ 

11 26 県教育庁社会教育課 令和３ 年度かごし ま地域学校協働活動研修会（ 大隅会場）  ○ 

11 30 鹿児島市教育委員会生涯学習課 令和３ 年度社会学級委員等研修会 ○ 

12 22 県教育庁社会教育課 第73回九州地区公民館研究大会（ 鹿児島大会） 第２ 回検討委員会 ○ 

１  23 県教育庁社会教育課 令和３ 年度社会教育関係団体指導者等研修会及びジュ ニア・ リ ーダー研修会 ○ 

１  27 鹿児島市教育委員会生涯学習課 YouTubeライブ配信に係る研修会  

１  30 県教育庁社会教育課 令和３ 年度家庭教育における父親の関わり 方を学ぶ研修会 ○ 

２  ９  大隅教育事務所 令和３ 年度第２ 回大隅地区社会教育行政研修会 ○ 

２  ９  県教育庁社会教育課 
・ 鹿児島県公民館連絡協議会第２ 回理事会 

・ 第73回九州地区公民館研究大会鹿児島大会第１ 回実行委員会 
○ 

２  19 県教育庁社会教育課 鹿児島の未来を 担う 青少年の志を 育む事業「 かごし ま  夢 有為塾」 解団式 ○ 

( ｲ)  成果と 課題（ ○…成果  課題…▲）  

○ 情報モラ ル教育については， デジタ ルシティ ズンシッ プ教育の視点を取り 入れ， デジタ ル

ト ラ ンスフ ォ ーメ ーショ ン（ Ｄ Ｘ ） が推進さ れている現状に合っ た内容にブラ ッ シュ アッ プ

するこ と ができ た。  

○ 市町村から の依頼を 受け、 様々なパタ ーンによ るオンラ イ ン講座を サポート し たこ と で，

その講座の企画運営を パタ ーンごと に分類， 整理し 市町村へ情報提供するこ と ができ た。  

▲ サポート を行う こ と で， 依頼元の市町村等の職員のスキルアッ プにつながるよう な方策を

検討し ていく 必要がある。  
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３ かごしま青年塾 

⑴ 目的 

こ れから の鹿児島を担う 青年層を 対象に， 各界で活躍する経営者やリ ーダー等と の交流や現地での

研修等を 行い， 次世代かごし まの地域を 支えるリ ーダーを 育成する。  

⑵ 対象者及び定員 

学生， 社会人で， 原則毎回参加でき る県内在住の人（ 18歳～35歳程度） 40人程度（ 先着順）  

⑶ 期日及び会場 

令和３ 年６ 月～令和３ 年12月（ 月１ 回程度， 原則日曜日に実施）  

かごし ま県民交流セン タ ー， 県内各地 

⑷ 事業内容 

特別講演， 基調講演， 現地研修， 交流会等 

⑸ 受講料 

無料（ 但し ， 保険料等の必要経費は実費負担）  

⑹ 塾生 

38人（ 学生13人 社会人25人）  

⑺ 塾生の感想 

・  鹿児島出身で全国， 世界で活躍さ れている方， 県内の事業所などたく さ ん知るこ と ができ た。 鹿

児島にも こ んなすごい人がいる， すごい事業所があると 再認識でき た。  

・   グループワーク が多く ， 学生， 会社員， 公務員と 全く 異なる業種の方々と 意見を交換するこ と が

でき ， 大変良い経験になっ た。  

・   地域に根ざし た事業所の方々の「 生」 の声を き く こ と で， こ れから も っ と 鹿児島を 活性化さ せる

にはどう すればよいのかと 考えるき っ かけと なっ た。 も っ と 地域について学びたい。  

・  こ れまでは仕事等， 新し い取組を するにあたり ， ネガティ ブになっ てし まい躊躇するこ と が多々

あっ たが， 今は何も かも 前向き に取り 組も う と いう 思考になっ た。  

⑻ 活動の様子 

 

   

 

 

特別講演（ オンラ イ ン 形式）        交流会             閉講式 
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 ⑼ 実績 

活動等 日時等 主な内容・ 講師等 

第

１

回 

◇開講式 

◇基調講演 

◇オリ エン テー

ショ ンⅠ・ Ⅱ 

６ 月27日（ 日）  

12： 50～17： 00 

交流センタ ー 

◆オリ エンテーショ ン１ （ 事業概要説明等）  

◆開講式 

 知事あいさ つ 

 来賓あいさ つ（ 鹿児島県議会議長）  

◆基調講演 

 講師： 島津 公保 株式会社島津興業取締役相談役 

 演題： 「 歴史は地域の資源  

～歴史を 学び、 歴史を 活かす～」  

◆オリ エンテーショ ンⅡ（ 自己紹介・ ワーク ショ ッ プ等）  

第

２

回 

◇特別講演 ７ 月18日（ 日）  

13： 00～17： 00 

交流センタ ー 

◆特別講演 

 講師： 金丸 恭文 フ ュ ーチャ ー株式会社代表取締役会長兼社長グループCEO 

 演題： 「 Chal l enge t o I nnovat i on」  

◆ワールド ・ カ フ ェ 形式でのグループ討議 

第

３

回 

◇特別講演 

◇ワーク ショ ッ プ  

９ 月25日（ 土）  

13： 20～16： 00 

交流センタ ー 

【 オンラ イ ン 】  

◆特別講演 

 講師： 軸屋 麻衣子 軸屋酒造株式会社代表取締役社長 

 演題： 「 鹿児島文化で繋がる～本格焼酎のすべて～」  

◆ワーク ショ ッ プ（ 意見交換）  

第

４

回 

◇現地研修 

〈 南薩方面〉  

10月24日（ 日）  

11： 00～17： 00 

指宿市２ 社 

◆高いポテンシャ ルを 秘めた県内事業所訪問 

・ 株式会社中園久太郎商店（ 指宿市）  

 講師： 中園 大喜 直売所かいも ん市場久太郎店長 

・ 株式会社カ マタ 農園（ 指宿市）  

 講師： 鎌田 嗣海 代表取締役 

第

５

回 

◇現地研修 

〈 大隅方面〉  

11月14日（ 日）  

12： 30～17： 00 

曽於市１ 社 

◆高いポテンシャ ルを 秘めた県内事業所訪問 

・ たから べ森の学校・ 星の宿（ 曽於市）  

 講師： 小野 公裕 有限会社サイ バーウェ ーブ代表取締役 

第

６

回 

◇交流会 11月28日（ 日）  

13： 20～17： 00 

交流センタ ー 

◆県内事業所等の若手リ ーダーの先進事例発表 

◆県内若手リ ーダーと の意見交換 

 講師： 須部 貴之 株式会社KI SYABAREE代表取締役 

    堀口 大輔 鹿児島堀口製茶有限会社代表取締役副社長  

          ／株式会社和香園代表取締役社長 

高橋 宏和 霧島造林代表 

第

７

回 

◇特別講演 

◇開講式 

◇ふり かえり  

・ まと め 

 

12月18日（ 土）  

13： 00～17： 00 

交流センタ ー 

◆特別講演 

 講師： 西原 一将 株式会社西原商会代表取締役社長 

 演題： 「 鹿児島から はばたく 」  

◆閉講式 

塾生代表あいさ つ 

知事あいさ つ 

◆ふり かえり ・ まと め 

 写真でふり かえるかごし ま青年塾 
 

※ 第５ 回［ 現地研修（ 大隅方面） ］ は， 当初「 たから べ森の学校・ 星の宿」 と 「 ベク ト ル株式会社」 の２ 社を 予定し ていまし たが， 新

型コ ロナウイ ルス感染拡大防止の観点から 日程等の調整を行い， １ 社のみの訪問と なり まし た。  
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４ かごしま県民大学連携講座 

 ⑴ 目的 

   県民の多様化・ 高度化する生涯学習ニーズに応えるため， 大学等などの教育機関， 市町村等公的

機関， 民間の団体等と 連携し て公開講座等を実施する。  

⑵ 事業概要 

   ア 講座名  

    かごし ま県民大学連携講座 

    （ う ち，交流センタ ー内で実施する講座は「 かごし ま県民大学と こ と んまなぶー講座」と いう 。）  

   ( ｱ)  かごし ま県民大学連携講座（ 交流センタ ー外で各大学等において開催さ れる講座）  

     中央センタ ーの役割・ ・ ・ 講座情報を集約し ホームページ等で広く 広報する 

     【 令和３ 年度実施予定】  

大学等 ７ 校（ 35講座） 

   ( イ )  かごし ま県民大学と こ と んまなぶー講座（ 交流センタ ー内で開催さ れる講座）  

     中央センタ ーの役割・ ・ ・ 会場確保や講座運営の支援等 ※詳細は下記 

     【 令和３ 年度実施予定】  

大学等 ３ 校（ ３ 講座11回）  その他の団体 ５ 団体（ ５ 講座17回）  

   イ  対象 

    県民 

  ウ 講座内容 

       現代的課題等に基づく 内容等 

 ⑶ かごし ま県民大学と こ と んまなぶー講座（ 以下「 と こ と んまなぶー講座」 ） について（ 詳細）  

  ア 実施主体                                         

      中央センタ ーと ， と こ と んまなぶー講座を 実施する団体等（ 以下「 実施団体等」。） と の共催 

イ  連携可能な機関・ 団体等 

 (ｱ) 大学等（ 大学・ 短期大学・ 高等専門学校・ 専修学校・ 各種学校）  

 (イ) 行政機関等（ 国・ 県・ 市町村及び公益財団法人等）  

 (ウ) 企業・ 民間等（ 鹿児島県内に主たる事務所を 有する企業・ 民間教育団体）  

 (エ) Ｎ Ｐ Ｏ 法人等（ 鹿児島県内に主たる事務所を 有する生涯学習の推進に資するＮ Ｐ Ｏ 法人）  

 (オ) その他， 生涯学習の推進に資すると 中央センタ ーが認める 団体等（ 自主グループ等）  

ウ 講座内容 

  広く 県民を対象と し た講座で， 次の事項を 全て満たすこ と  

(ｱ) 次の項目のいずれかに該当するも のであるこ と 。  

・  県民の多様化・ 高度化するニーズや現代的課題に関し た内容 

    ・  独自性・ 専門性を 生かし た高度で専門的な内容 

    ・  中央センタ ーが必要と 認める 内容 

(イ) 次の項目のいずれにも 該当し ないも のであるこ と 。  

   ・  営利を目的と する内容を 含むも の( 営利事業の広報， 人材や物品購入の勧誘を含む。 )  

    ・  特定の政党， 宗教， 宗派の利害を 目的と し た内容を含むも の 

    ・  公序良俗に反する内容を 含むも の 

・  公演( 演奏会， 演劇等) に類するも の 

エ 講座数 

１ 団体等当たり １ 講座（ １ 講座の実施回数は５ 回以内）  

      ※ 大学等については， １ 学科当たり １ 講座 
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オ 「 と こ と んまなぶー講座」 の実績 

№ 実施機関 講座名 期 日 回数 定員 
受講 

者数 

１  鹿屋体育大学 

健康づく り ・ 介護予防講座 

歩く 脳ト レ運動 

～スク エアステッ プ～ 

10月１ 日( 金)  

10月15日( 金)  

10月22日( 金)  

３  
各

30 
48 

２  第一工科大学 
観測者依存（ 相対性） をめぐ

る 物理学の発展 

10月23日( 土)  

11月27日( 土)  

12月25日( 土)  

３  
各

20 
30 

３  
鹿児島純心女子短期大学 

（ 江角学びの交流センタ ー）  

シ ル バー 世代 のた め の 健

康・ 教養講座 

７ 月３ 日( 土)  

７ 月17日( 土)

７ 月31日( 土)

１ 月８ 日( 土)  

１ 月22日( 土)  

５  
各

30 
66 

４  記の向く MAMA あなたに優し い心理学 

７ 月31日( 土)  

11月20日( 土)  

12月４ 日( 土)  

３  
各

20 
40 

５  ゴッ タ ン成音会 
ゴ ッ タ ン を 作っ て弾こ う ！

唄おう ！ 

10月27日( 水)  

11月10日( 水)  

11月17日( 水)  

11月24日( 水)  

12月１ 日( 水)  

５  
各

15 
40 

６  韻天流天吹塾 
さ つま の伝統楽器天吹を 自

作し 天吹の音色を 楽し む 
中止 ― 

各

15 
― 

７  
鹿児島県マルチメ ディ ア 

教育研究会 
メ ディ ア教育セミ ナー2021 中止 ― 100 ― 

８  
鹿児島県視聴覚教育研究 
協議会 

鹿児島県放送教育・ 情報教

育研究セミ ナー 中止 ― 30 ― 

【 講座合計】  ５ 講座  19回  受講者総数 224人 
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カ  成果と 課題 

  (ｱ) 成果 

・  健康づく り・ 介護予防のための講座と し て，「 歩く 脳ト レ 運動」 である「 スク エアステッ プ」  

の県民への普及に取り 組んだ。 参加者の方々には， ３ 回連続での受講を 呼びかけ， ほと んど

の方が連続で受講さ れ， スク エアステッ プを知っ ていただく よい機会と なっ た。 また， 受講

者から は，スク エアステッ プが脳ト レ にも なっ て楽し いと の声が聞かれた。（ 鹿屋体育大学）  

・  「 観測者依存（ 相対性） を めぐ る物理学の発展」 を テーマに， 一般相対性理論など理論物

理学の最前線と 量子コ ンピュ ータ ーなどの量子情報科学と のつながり について， 専門的な知

識の有無に関わら ずわかるよう に紹介し ， 受講者にこ の分野への興味関心を 喚起するこ と が

でき た。 講座修了後は受講者から 毎回質問があるなど探究心のある意欲的な方が多かっ た。

また多く の方から 来年も 受講し たいと の声も いただいた。（ 第一工科大学）  

・  「 シルバー世代のための健康・ 教養講座」 をテーマに， ５ 回の講座を 行っ た。 第１ 回の「 子

ども は伸び伸び育てよう 」 では， 受講者の方々が真剣に話を聞いて， 質問し ていただいたの

で， よく 理解さ れていたよう に思う 。 第２ 回の「 楽し く 笑っ てエク ササイ ズ」 では， 受講者

に実際にエク ササイ ズを経験し ても ら っ たこ と で， 効果を伝えるこ と ができ た。 また， 第５

回の「 向田邦子作品のスタ イ ル」 では， 朗読や解説等をと おし て， 向田邦子作品の特徴と 良

さ について， 受講者と 共有するこ と ができ た。（ 鹿児島純心女子短期大学）  

・  コ ロナ禍の合間に，「 あなたに優し い心理学」 の講座を 久し ぶり に開く こ と ができ たこ と に

加えて， 受講者の方々と 新たな輪をつく るこ と ができ てよ かっ た。（ 記の向く ＭＡ ＭＡ ）  

・  ゴッ タ ンの練習にどの受講者の方々も 真剣に取り 組んでいただいた。 ゴッ タ ンの作成を 加

え， 計５ 回の講座だっ たが， 毎回濃密な時間と なり ， 受講者の方々が大変上達し たよう に思

う 。 コ ロナウイ ルス感染症対策のため延長し て実施し たが， 多く の受講者の方々にき ていた

だき よかっ た。（ ゴッ タ ン成音会）  

  ( ｲ)  課題 

    ・  まだまだ「 スク エアステッ プ」 が広く 普及さ れていると は言えないので， 今後も 介護予防

の運動と し て地域で取り 入れても ら えるよう に普及を 図っ ていき たい。（ 鹿屋体育大学）  

・  物理の教員から 物理を 専門に学んだこ と のない方まで， 受講者の予備知識には差があり レ

ベル設定が難し かっ た。「 難し いけれど面白かっ た」 と いう 受講者の声も あっ たので，それぞ

れがそれなり の理解は得ら れたと 思う が， 今後も よ り わかり やすく 理解し ても ら えるよう 工

夫し たい。（ 第一工科大学）  

・  大テーマを「 シルバー世代のための健康・ 教養講座」 と し てバラ エティ に富んだ講座を ５

回シリ ーズで開催し ているが， 受講者ごと にニーズが異なると 思う ので， 受講者のニーズを

調査する などし て， も う 少し 期待を 把握でき れば， 応じ ら れる こ と も 増える かも 知れない。

（ 鹿児島純心女子短期大学）  

・  講師が話す場より ， 参加さ れている方の話を聞く 場を 増やすこ と で， 受講者の気持ちを も

っ と 紐解けるよう にし たい。（ 記の向く ＭＡ ＭＡ ）  

・  受講者を増やす上で， ゴッ タ ンの宣伝が足り なかっ たよう に感じ る 。 今後， チラ シでの宣

伝だけでなく 人前での演奏の機会を増やすなど， 積極的に取り 組み， 鹿児島の民謡を伝えて

いけたら と 思う 。（ ゴッ タ ン成音会）  

キ 講座の様子 

   

鹿屋体育大学「 スク エアステッ プ」  鹿児島純心女子短期大学 
「 健康長寿にスイ ッ チを入れる食事」  

ゴッ タ ン成音会「 ゴッ タ ン演奏」  
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Ⅲ 学習情報の提供 

１ 学習成果の展示 

かごしま県民大学「生涯学習ふれあい展示」の実施 

⑴ 趣旨 

     県民が生涯学習と し て 取り 組んで いる 創作・ 文化活動の成果を 発表する 場及び市町村等の

体験活動な ど の各種情報を 提供する と と も に， 生涯学習に取り 組む団体・ 個人の交流を 促進

し ， 本県の生涯学習のよ り 一層の振興を 図る 。  

⑵ 日時 

    年２ 回 午前９ 時から 午後４ 時ま で  

⑶ 会場 

     かご し ま 県民交流セ ン タ ー ギャ ラ リ ー第１ ( ６ 階)  

⑷ 令和３ 年度実施予定期間・ 参加団体一覧 

   （ 新型コ ロ ナウイ ルス 感染拡大防止のため全て 中止）  

期日 実施団体名 
所属 

市町村等 
展示内容 

第
１
回 

設営日 
令和３年 

10 月８日(金)  
 

展示期間 
10 月９日(土)  

～ 
10 月 17 日( 日)  

1 エコ ク ラ フ ト 手芸 垂水市 手芸 

2 城西写友会 鹿児島市 写真 

3 中央絵手紙友の会 鹿児島市 絵手紙 

4 ペーパーフ ラ ワー宮路慶子教室 西之表市 ペーパーフラワー 

5 国立大隅青少年自然の家 国 パネル 

6 県立青少年研修セン タ ー 鹿児島県 パネル，クラフト 

第
２
回 

設営日 
令和４年 

1 月2 8 日(金)  
 

展示期間 
1 月2 9 日(土)  

～ 
2 月6 日(日)  

7 上之園紀子押花・ 花ク ラ フ ト 教室 鹿児島市 
押花，グラスアー
ト，花クラフト 

8 武岡デジカ メ 同好会 鹿児島市 写真 

9 ゆかいなアート仲間 
（精神保健福祉ボランティアサークルゆめの実） 

鹿児島市 絵画， 彫刻等 

10 放送大学鹿児島学習セン タ ー 国 パネル， ほか 

11 薩摩川内市教育委員会上甑島教育課 薩摩川内市 絵画， 書道等 

12 県立南薩少年自然の家 鹿児島県 パネル，クラフト 

1 月2 9 日(土)  
13～16 時 

① （ メ ディ ア 自主グループ ） リンクさんあい 鹿児島市 

メ ディ ア自主グル
ープ によ る ビ デオ
作品上映 

1 月3 0 日(日)  
13～16 時 ② （ メ ディ ア 自主グループ ） すみれ 鹿児島市 

2 月5 日(土)  
13～16 時 ③ （ メ ディ ア 自主グループ ） フ レ ッ シュ 薩摩 鹿児島市 

２月6 日(日)  

13～16 時 
④ （ メ ディ ア 自主グループ ） いち ご ち ゃ ん 鹿児島市 
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２ 情報システムによる情報提供 

⑴ 趣旨 
県内市町村等における 生涯学習の推進を図るために， 生涯学習や本センタ ーの各機能に関する

情報をデータ ベース化し イ ンタ ーネッ ト を 通じ て県内市町村等に提供する。  

 

 ⑵ 情報提供の内容 

ア 視聴覚ラ イ ブラ リ ー情報 

  (ｱ) 提供方法 

   ・  図書視聴覚資料検索システム 

   ・  視聴覚ラ イ ブラ リ ー予約管理システム 

  (イ) 概要 

図書視聴覚資料検索システムで視聴覚教材の最新の貸出状況の確認を行い教材の貸出が可

能な場合は， 視聴覚ラ イ ブラ リ ー予約管理システムで予約でき る。  

 (ウ) 情報提供の対象 

   「 かごし ま県民交流センタ ー情報システム管理運営規程」 に基づき ， 本センタ ーが視聴覚

教材利用団体と し て登録し ている 次の機関  

・  県の機関（ 県庁各課， 出先機関， 県立学校等）  

・  市町村の機関（ 各課， 公民館， 市町村立学校， 地域視聴覚ラ イ ブラ リ ー等）  

   (エ) 視聴覚ラ イ ブラ リ ー教材数（ 令和４ 年３ 月末日現在）  

    ・  16ミ リ フ ィ ルム 1, 326本 

    ・  ビデオ・ DVD    2, 927本 

 

イ  指導者・ 講師情報 

  (ｱ) 提供方法 

    かごし ま県民大学中央センタ ーホームページ 

    (イ) 概要 

本センタ ーが生涯学習等に係る講座の指導者・ 講師等の情報を データ ベース化し ， 県内市

町村等における生涯学習の推進を 図るこ と を目的と し て市町村等に情報を 提供する。  

(ウ)  情報提供の対象 

・  市町村教育委員会等の生涯学習・ 社会教育関係機関 

・  県教育庁各課・ 出先機関・ 教育機関等 

(エ) 登録者・ 登録機関数（ 令和４ 年３ 月末日現在）  

   ・  登録者数 30人 

・  登録機関 ４ 機関  

 

ウ かごし ま映像百科デジタ ルコ ンテンツ 

  (ｱ) 提供方法 

    かごし ま県民大学中央センタ ーYouTubeチャ ン ネル 

   (イ) 概要 

鹿児島県内の自然や文化について， 平成７ 年度～12年度にかけてビデオに収録し た映像を

本センタ ーでデジタ ルコ ンテンツ化し たも の 

(ウ)  デジタ ルコ ンテンツ数（ 令和４ 年３ 月末日現在）  

431本 
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３ 学習情報の集約・提供 

  中央セ ン タ ーで は， 本セ ン タ ーの事業や取組だ けで な く ， 市町村や大学等及びかご し ま 文化

ゾ ーン 施設等が実施する 事業の内容等を 集約し ， 情報を 提供し て いる 。 メ ールマ ガジ ン は各市

町村教育委員会や教育機関等に配信し ， 刊行物は交流セン タ ーに配架し ， ホームページ 等に掲

載し て いる 。  

 

⑴ 「 生涯学習だ よ り 」 の発行 

県内の生涯学習振興に寄与し ， 更に県民に必要と さ れる 機関と なる こ と

を 目指し て， 中央セン タ ーの取組を 市町村や県民に周知する 。  

Ａ ４ 判２ ページ両面， 年６ 回， 奇数月の発行。  

 

⑵ 「 生涯学習講座情報」 の発行 

県民への生涯学習情報提供の一助と なる よ う ， 中央セン タ ーが主催・ 連

携し て実施する 講座等を 月毎にまと めたも の。 Ａ ４ 判２ ページ両面， 年５

回発行。 新型コ ロ ナウイ ルス感染拡大に伴い， 中止や延期が多く 発行回数

は減少し た。  

   

⑶ 「 生涯学習講座案内」 の発行 

中央セン タ ーが主催・ 連携し て実施する 講座や， 交流セン タ ー内施設及

びかごし ま文化ゾ ーン 施設が実施する 各種講座， 県内市町村が実施する 講

座等を 紹介する ため， 大学等や市町村， 関係団体から 生涯学習情報を 収集

し ， まと めたも の。 Ａ ４ 判， 両面 34 ページ 

  

⑷ 「 メ ールマ ガ ジ ン 」 の配信 

ア  趣 旨 

かご し ま 県民大学中央セン タ ーから 講座情報や国の動向等に関する 情報， 各市町村のモ

デル的事業の紹介等に関する メ ールマ ガ ジ ン を 発行し ， 中央セ ン タ ーと 各市町村等， 更に

は各市町村同士の恒常的・ 継続的な つな がり を つく る こ と で ， 本県の生涯学習行政ネッ ト

ワーク を 構築する 。  

イ  発行日と 回数   

  毎月１ 日 月１ 回 発行  

ウ 配信対象     

  市町村教育委員会( 43) ・ 教育事務所( 7) ・ 教育機関( 10)  

エ  内容 

( ｱ)  本セ ン タ ーの講座について  

・  今後の予定 

・  実施の様子 

( ｲ)  各市町村から の情報提供 

( ｳ)  国の動向等 
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４ 生涯学習資料の展示 

⑴ 趣旨 

中央センタ ーは， 本県の生涯学習の促進等のための中核的な施設と し て， 県， 市町村民間教育機

関， 企業の生涯学習に関する情報（ チラ シ・ パンフ レッ ト 等） の提供及び展示を行う 。  

⑵ 場所 

   交流センタ ー２ 階事務室の入口・ カウンタ ー， ２ 階情報コ ーナー・ 通路壁面， ６ 階情報サロン 

⑶ 生涯学習資料展示の様子 

  ア ２ 階事務室入口（ 主催事業資料， 公的な関連事業， 関係団体等資料）  

 

 

 

 

 

 
イ  ２ 階事務室カウンタ ー（ 主催事業資料， 講座情報， 生涯学習だより ， 薩摩伝統楽器「 天吹」 等）  

 

 

 

 

 

 
ウ ２ 階情報コ ーナー（ 展示台・ テーブルやパネル等を活用し て全国及び生涯学習関連事業， 中央セン 

タ ーポスタ ー等を展示①～②）  

 

 

 

 

 

 

エ ２ 階通路壁面 

 

                              

※２ 階学習コ ーナー横の利用者の多い通路の壁面に， 中央 

センタ ーの業務内容を説明し たパネル（ Ｂ ２ 判） ７ 枚と  

「 生涯学習だより 」 （ Ａ １ 判） ４ 枚を 掲示 

 

オ ６ 階情報サロン 

 

 

 

 

 

 
 

※43市町村の最新の広報誌を 

配架すると と も にバッ ク ナ 

ンバーは過去１ 年分を保管 

し ， 県民が自由に閲覧でき  

るよう にし ている。 （ ①～③， ⑧）  

２
階
事
務
室
入
口 

自販機 

展示台・ パネル 

① 

 

 

 

② 

テ
ー
ブ
ル 

柱 

入口 

カウンタ ー 
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５ 「かごしま県民大学『学びの手帳』」推進事業 

⑴ 概要等 

ア  目的 

生き がいや心の豊かさ を 求めて ， いつで も ， ど こ で も ， だれで も ， 希望する 内容と 方法

で ， 気軽に学べる よ う な シ ス テ ムづく り が必要にな っ て いる 。  

こ のた め， 県や市町村等の主催する 生涯学習講座の学習機会を 県民へ効果的に提供する

と と も に， そ の学習者が個々の学習歴を 確認し たり ， 学習成果を 幅広く 生かし た り し て い

く こ と を 目的と する 。  

 

イ  概要 

中央セ ン タ ーが中心と な り ， 県民の生涯にわたる 学習活動を 支援し ， よ り 学びやすい環

境を 整備する ため， 県・ 市町村・ 大学等教育機関等と 連携し て 講座， 研修等を 提供する な

ど 県民の学びを 応援し ， 学習履歴を 記録する 「 学びの手帳」 及び「 講座案内」 を 作成し て

希望者へ配布する 。  

( ｱ)  「 学びの手帳」 と は 

「 学びの手帳」 （ Ａ ５ 判） は， 講座や研修会等を 受講し た 際に， そ の学びの足跡を 自

分自身で 記録し て いく ためのも ので ある 。  

( ｲ)  入手方法 

「 学びの手帳」 は， 県民交流セ ン タ ーや市町村の生涯学習施設・ 教育機関等に置いて

あり ， 県民の方な ら 誰で も 入手し 利用で き る 。 （ 無料・ 年齢不問）  

( ｳ)  奨励賞の交付 

県， 市町村， 大学等教育機関な ど 様々な 機関等で 行われる 講座や研修会等を 受講し ，

「 学びの手帳」 巻末の「 奨励賞申請書」 に必要事項を 記入し て 中央セ ン タ ーに申請し た

方には， 40単位ご と に奨励賞（ 賞状） を 交付する 。  

( ｴ)  生涯学習講座情報の案内 

県や市町村等が主催する 生涯学習講座情報等を 集約し ， 中央セ ン タ ー発行の「 講座案

内」 ( ※) や「 ホームページ 」 で 紹介する 。 ( ※)  参照「 Ⅲ-３ 学習情報の集約・ 提供」  

 

⑵ 事業体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効 果 的 な 講 座 の 提 供 

県 
 

 
 

 

民 

連 携 

かごし ま県民大学中央セン タ ー 

実施機関 

県・ 県教育委員会 
市町村・ 市町村教育委員会 

大学・ 短大， 放送大学 

Ｎ Ｐ Ｏ 等民間教育機関 等 

本人によ る 受講記録 
（ 実施機関・ 講座名・ 内容等）  

「 かご し ま 県民大学『 学びの手帳』 」 推進体系 

❷ 講座受講 

❹ 奨励賞の交付 

❸ 一定単位を修得後の奨励賞の申請 
   （ 希望者）  

❶ 「 学びの手帳」 ， 講座案内の配布 
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６ 生涯学習相談窓口 

⑴ 趣旨 

     県民の生涯学習講座の開設状況や講座内容， 学習サーク ルの育成・ 支援に関する 内容等,

生涯学習に関する 相談に対応する 窓口を 設置し て いる 。  

⑵ 方法 

   電話相談及び来所相談（ 交流セ ン タ ーの開館日の午前８ 時30分から 午後５ 時15分ま で ）  

⑶ 場所 

 交流セ ン タ ー２ 階事務室 

⑷ 対応職員 

 中央セ ン タ ーの社会教育指導員， 社会教育主事及び指導主事 

⑸ 内容 

   「 学習施設に関する こ と 」 , 「 指導者に関する こ と 」 , 「 学習機会に関する こ と 」 , 「 学習 

プ ロ グラ ムに関する こ と 」 , 「 団体・ グループ に関する こ と 」 , 「 そ の他」 の６ つに分類し て  

相談数等を 集計し て いる 。  

 

ア  相談業務の流れ 

＜生涯学習相談の記録＞用紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ  相談件数 

相談内容 来所 電話 計 割合( %)  

学習施設 
に関する こ と  

0 39 39 2. 0 

指導者 
に関する こ と  

0 111 111 5. 7 

学習機会 
に関する こ と  

4 50 54 2. 8 

学習プ ロ グラ ム 
に関する こ と  

4 8 12 0. 6 

団体・ グループ  
に関する こ と  

7 640 647 33. 1 

その他 5 1, 085 1, 090 55. 8 

計 20 1, 933 1, 953 100. 0 

 

①社会教育指導員が窓口と な り ， 電話・ 来所に 対応する 。

交流セ ン タ ー内の案内， 生涯学習に関する 一般的な 相談

について は， 社会教育指導員が対応し 回答する 。  

②相談内容に 応じ て ， 学習推進係， 学習情報係の各担当が

対応し 回答する 。  

③対応し た 職員は， 「 生涯学習相談の記録」 用紙に記録し ，

社会教育指導員と 連携し て 相談内容を 集約する 。  

④学習推進係と 学習情報係の相談業務統計担当者は集計と

報告を 行う 。  

生涯学習相談の記録 

１ 日 時     月   日   時 

２ 形 態   来所   電話 

３ 相談者  一般    学生    教員等 

         行政    その他 （       ） 

４ 分 類 ※１件の相談等で複数の内容を含む 

 ときには，その数だけ○をつける。 

（   ） ①学習施設 

（   ） ②指導者・講師 

（   ） ③学習機会 

（   ） ④学習プログラム 

（   ） ⑤団体・グループ 

（   ） ⑥行政・その他 

 

 

※割合の小計は小数第２位を四捨五入しているため合計の 10 0 ％と一致していません。 
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Ⅳ 調査・研究 

１ かごしま県民大学中央センター大学等連携懇談会 

⑴ 概要 

大学等（ 高等教育機関） の知の財産を 活用し たさ ら なる 生涯学習の振興を 図る ために， 県内

の大学等に呼びかけて， かごし ま 県民大学中央セン タ ー大学等連携懇談会（ 以下「 懇談会」 と

いう 。） を 開催し ， 県と 大学等の共催によ る 講座等の開催や， 本セン タ ー主催事業への参画など

について幅広く 情報交換を 行う 。  

 

 ⑵ 事業内容 

  ア  目的 

    大学等が持つ知の財産を 県の事業に反映し ていく 。  

   ( ｱ)  大学等がも つ専門的な知識や研究の成果等を 県民に還元する 講座等を 提供する 。  

   ( ｲ)  大学等が持つ調査・ 研究力を 県の事業に反映さ せ事業の改善・ 充実に生かす。  

   ( ｳ)  大学等が行政に期待する 事項等を 把握する こ と で 相互にメ リ ッ ト のある 連携を 模索する 。 

   ( エ)  永続的なネッ ト ワーク の仕組みを 構築する 。（ 大学コ ン ソ ーシアム等）     

  イ  内容 

   ( ｱ)  懇談会開催のための企画部会の開催と 事業計画の作成 

( イ )  懇談会は， 県内国公立大学， 私立大学， 高等専門学校など ， 県内の大学等に幅広く 参加

を 呼び掛ける 。  

 

⑶ 企画部会 

  ア  日 時 

令和３ 年９ 月１ 日（ 水） 13： 00～14： 00 

イ  場 所 

かごし ま 県民交流セン タ ー Ｉ Ｃ Ｔ 大研修室（ 西棟５ 階）【 オン ラ イ ン 】  

  ウ 参加者 

    鹿児島大学法文学部法経社会学科（ 産学・ 地域共創セン タ ー生涯学習部門）  

・ 小栗 有子 准教授  ・ 酒井 佑輔 准教授 

    鹿児島大学法文学部法経社会学科  

・ 金子  満 准教授  ・ 農中  至 准教授 

かごし ま 県民大学中央セン タ ー ２ 名 

エ 内 容 

    ・ 懇談会のテ ーマについて  

    ・ 懇談会の内容， 運営について  ほか 

 

⑷ 懇談会 

ア 日 時 

令和４ 年１ 月26日（ 水） 13： 30～15： 00 

イ  場 所 

かごし ま 県民交流セン タ ー Ｉ Ｃ Ｔ 大研修室（ 西棟５ 階）【 オン ラ イ ン 形式】  

ウ 参加者 

鹿児島大学法文学部法経社会学科（ 産学・ 地域共創センタ ー生涯学習部門）  小栗 有子 准教授 

鹿児島大学法文学部法経社会学科（ 産学・ 地域共創センタ ー生涯学習部門）  酒井 佑輔 准教授 
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鹿児島大学法文学部法経社会学科                 金子  満 准教授 

鹿児島大学法文学部法経社会学科                農中  至 准教授 

鹿児島大学産学・ 地域共創セン タ ー連携推進部門         田代 哲郎 特任研究員 

鹿屋体育大学スポーツ 人文・ 応用社会科学系           前田 博子 教 授 

第一工科大学工学部自然環境工学科（ 社会・ 地域連携センタ ー長）   本田 泰寛 准教授 

第一工科大学社会・ 地域連携セン タ ー              末重 美穗 氏 

鹿児島純心女子短期大学生活学科（ 江角学びの交流セン タ ー長）   河野 一典 教 授 

かごし ま 県民大学中央セン タ ー所長               青谷有美代 外６ 人 

エ テ ーマ  

本県の生涯学習推進のための， 市町村支援の立場に立っ た生涯学習推進セン タ ー（ かごし

ま 県民大学中央セン タ ー） と 高等教育研究機関と し ての大学等の協力体制のあり 方 

―市町村から の支援ニーズに対する 中央セン タ ーと 大学等の取組の実際― 

オ 内 容 

・  中央セン タ ーの現状報告 

・  大学の生涯学習部門における 市町村への支援・ 市町村と の連携・ 協働の現状報告 

・  本県の生涯学習推進における 課題の共有 

カ  主な意見 

【 大学等の生涯学習部門における 市町村支援・ 連携・ 協働の現状報告】  

・  （ 鹿児島大学） 産学・ 地域共創セン タ ーは， 地域課題を 一元的に収集し ， 学内研究者と

の連携強化と 取組の促進を 行う 機関である 。 サポータ ー制度や市町村訪問等を 実施し て，

意見交換や情報収集等を 通し ， 大学と 地域のマッ チン グも 行っ ている 。  

・  （ 鹿屋体育大学） 地域連携に特化し た部署・ セン タ ーがない状況である が， 大学スポー

ツ で地域活性化を 目指すスポーツ ア ラ イ アン ス 室等， 各部署が体育系単科大学の特殊性を

活かし た地域連携に具体的に取り 組んでいる 。 体育指導を し てほし いと いう 地元の思いと

アスリ ート と し ての資質向上を 目指す大学と の認識の相違が課題の一つで ある 。  

・  （ 第一工科大学） 社会・ 地域連携セン タ ーは， 地域と の連携の窓口と し ての役割を 果た

し ている 。 地方都市の小さ な大学で ある ため， 事業に取り 組むにあたり ， 費用面の調整・

調達， 対応可能な教員の手配， コ ロ ナ禍での学生への呼びかけの加減等の課題がある 。  

・  （ 鹿児島純心女子短期大学） 地域貢献活動のセン タ ーがなければいけないと いう 国から

の要請を 受け， 江角学びの交流セン タ ーが設立さ れた。 地元志向が強い学生と 地域の関わ

り を 一層強める こ と を 大き な方針する と と も に， 活動を 学校のカ リ キュ ラ ムと し て単位化

する こ と で 多忙な学生の負担を 減ら す工夫を し て いる 。  

【 本県の生涯学習推進における 課題の共有】  

・  中央セン タ ーと 大学等に届いて いる 市町村ニーズを 共有すべき で ある 。 そのためには，

中央セン タ ーが市町村と なる べく 頻繁に連絡を 取り 合う と と も に， 市町村に出向いて ニー

ズを 掘り 起こ すこ と が大切である 。  

・  中央セン タ ーは， 市町村と 連携を 進める ためのマッ プ 化を 図る 必要がある のでは。  

・  地域課題解決のために， 市町村がど こ に相談を し て， ど こ と 繋がればよ いかを 明確にす

る 。  

・  地域のニーズに応じ る には， カ リ キュ ラ ムや学習目標と の関係も あり 負担が大き い。  

・  中央セン タ ーに， 大学・ 地域間の調整や取組の評価に取り 組んで も ら いたい。  



２　生涯学習に関する調査・研究
　 ⑴　 学習ニーズ調査

　 　 ア　 目　 的

　 　 イ   対　 象

　 　 　 　 「 生涯学習県民大学講座」 及び「 かごし ま県民大学連携講座『 と こ と んまなぶー講座』 」 の受講者447人

　 　 ウ　 調査方法

　 　 　 　 アン ケート 法

　 　 エ  調査の時期

　 　 　 　 令和３ 年６ 月～令和４ 年２ 月

　 　 オ　 調査結果

　 　  ( ｱ) 　 学習場所・ 形態

　 　  ( ｲ) 　 受講し たいテーマ

（ 複数回答， 単位： 人）

0. 2%分から ない 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0

イ ンタ ーネッ ト

0

テレビやラ ジオ

0 0学校

12 20民間

0図書館， 博物館， 美術館

（ 複数回答， 単位： 人）

回 答 者 0 4 26 61 93 107 79 70

9 0 0 877 100. 0%

7 0 0 447

合計（ 延べ） 0 7 61 121 193 215 147 124

2 0 0 27 3. 1%

無回答 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0. 0%

その他 0 0 0 0 1 8 10 6

102 11. 6%

介護・ 援助 0 0 3 9 17 20 10 14 0 0 0 73 8. 3%

0 0 0 74 8. 4%防災 0 2 3 2 19 18 15 15

1 0 0産業 0 0 12 11 19 29 20 10

0 0 0 112 12. 8%

医療・ 健康 0 2 10 23

環境 0 1 2 9 30 29 18 23

13 27 17 28 1

0 0 0 194 22. 1%

5 0 0 174 19. 8%

0 0 121 13. 8%

地域活性 0 1 15 26 34 37 35 21

20代 30代 40代 50代 60代 70代

教育・ 育児 0 1 16 41 60 47 22 7

80代 90代 不明 合計 割合

学習し たこ と なし 0 1 3

0 2

0

0 0 0

0 0

0

0. 0%

121

0

テーマ 10代未満 10代

0 2

0 2

0

0 49 5. 7%13

00 0 0

2 0

9

13 16 17

11

3

0

7 5

0 0 0 0

0 4 26

178 220 142 134 10

7

0

0 0

70

0

17 13

50

16 9

90代 不明

0

0

4 0

0

6 4 16 13 9 1 0

1

0

0

0 0

9 11 23

0

2

0 0 15 18 34 33

37 14 516 37 400 1

0 5 14 11 22 14 19 2 0

69

51

19

合計

232

152

125

87

81

40代 50代 60代 70代 80代

49 6021 41

867

無回答

10代未満 10代 20代

回答者実人数

合計（ 延べ） 0 5 57

職場

公的機関

場所・ 形態

0 0 7

その他 0 0 4

0 1 1

30代
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　 　 　 　 令和３ 年度「 生涯学習県民大学講座」 及び「 かごし ま県民大学連携講座『 と こ と んまなぶー講座』 」
　 　 　 の受講者を 対象に調査を し ， 今後の本県における生涯学習を 推進するための基礎資料と する。

0

100. 0%

0

0

0

4

447

割合

26. 8%

17. 5%

14. 4%

10. 0%

9. 3%

8. 0%

5. 9%

2. 2%

61 93 107 79

年代

年代

公的機関

26. 8%

職場

17. 5%

イ ン タ ーネッ ト

14. 4%

図書館， 博物館， 美術館

10. 0%

民間

9. 3%

学校

8. 0%

テレビやラ ジオ

5. 9%

その他

2. 2%

学習し たこ と なし

5. 7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

系列1

1

系列2

1

系列3

1

系列4

1
系列5

1

系列6

1

系列7

1

系列8

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



・ 地域活性については， どの世代でも 比較的関心をも っ ているこ と がわかる。

・ 60代までの各世代において， 教育・ 育児への関心が高いこ と がわかる。

・ どの世代においても ， 医療・ 健康への関心をも っ ている方が一定の割合いるこ と がわかる。

　 　  ( ｳ) 　 受講後に参加し たい活動 （ 複数回答， 単位： 人）

活動 10代未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 不明 合計 割合

0 0 167 14. 6%20 15 0
0 2 5 25 42 36 28 10 0

15 29 40

0 0 17 31 53 31

0

0 0 148 12. 9%

0 140 12. 2%

36 1

8. 7%

33 10 12 0
38 33 12 3
31 21 16 0 0 0 100

0 0 175 15. 3%

0 5 0. 4%

0 0 0 15 22 23 11 10 1 0 0 82 7. 2%

0 0 6 8 15 14

0 0 0 3 0 1 1 2 0 0 0 7 0. 6%参加したいと思わない

0 0 0 0 0 0 0 0分からない 0 0 0. 0%
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0. 0%

0 1, 144 100. 0%
回 答 者 0 4 26 61 93 107 79 70 7 0 0 447

合計（ 延べ） 0 6 75 178 274 281 9 0183 138

0 0

0 0 0 2 0 0 0 1 2 0

郷土理解・伝統継承活動

スポーツ・文化活動

障害者等支援

防犯・防災活動 1 3 7
5

14 10 12

0 1 5

0 1 9 21 30 40 37

8 18
0

0 55 4. 8%
0 0 53 4. 6%

地域学校協働活動

青少年体験活動支援

子育て支援

観光・産業活性化

6 0 0

0 0 140 12. 2%
0 10 19 25

0 1
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その他

環境保全

国際交流
2 0 0 72 6. 3%

無回答

0 0 5 10 15 24 5 11
7 0 0

年代

郷土理解・ 伝統継承活動

15. 3%
青少年体験活動支援

14. 6%

地域学校協働活動

12. 9%

子育て支援

12. 2%

観光・ 産業活性化

12. 2%

スポーツ・ 文化活動

8. 7%

環境保全

7. 2%

障害者等支援

6. 3%

国際交流

4. 8%

防犯・ 防災活動

4. 6%

参加し たいと 思わない

0. 6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

12. 1%

10. 2%

8. 4%

9. 8%

1. 7%

4. 9%

55. 6%

16. 9%

23. 8%

17. 2%

17. 6%

21. 5%

24. 6%

14. 3%

11. 1%

8. 1%

13. 6%

13. 5%

9. 8%

9. 1%

19. 7%

18. 5%

12. 2%

13. 5%

15. 5%

7. 4%

3. 3%

14. 3%

5. 6%

15. 0%

21. 9%

31. 1%

33. 9%

26. 2%

14. 3%

11. 1%

22. 6%

11. 6%

12. 6%

6. 7%

19. 0%

16. 4%

28. 6%

11. 3%

6. 8%

9. 3%

8. 8%

7. 4%

4. 9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代以上

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代以下

防災 地域活性 産業 環境 教育・ 育児 医療・ 健康 介護・ 援助 その他 無回答



　 　 ア　 目的

　 　 イ 　 対象

　 　 ウ　 調査方法

　 　 エ　 調査の時期

　 　 オ　 調査結果

１ 13 市 5 町 1 村 37 件

２ 6 市 4 町 2 村 28 件

３ 7 市 3 町 0 村 18 件

４ 5 市 1 町 0 村 11 件
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　 ⑵　 生涯学習に関する調査　

        調査票

        大学・ 短大・ 高等専門学校（ 12） ， 民間教育機関（ ３ ）

        令和３ 年３ 月～６ 月

企業等と 連携し て開設する生涯学習事業

民間教育機関( Ｎ Ｐ Ｏ 法人， カ ルチャ ーセンタ ー等) と 連携し て開設する生涯学習事業

他市町村と 連携し て開設する生涯学習事業

7, 950

１

学校等（ 幼・ 保・ 小・ 中・ 高・ 専修学校・ 大学等） と 連携し て開設する生涯学習事業

285

60

400

140

80

19

833

281

221

1

      ( ｱ)  大学・ 短大・ 高等専門学校・ 民間教育機関等の令和２ 年度の事業等

      ( ｲ)  市町村における他機関と の連携事業の実施状況

民間教育
機関

２

2

4

1

鹿児島純心女子短期大学

鹿児島工業高等専門学校

JEUGI Aカ ルチャ ーセンタ ーイ オンモール鹿児島

南日本リ ビング新聞社リ ビングカルチャ ー倶楽部

山形屋文化教室

8

986

210

182

14

12

3

120

1

9

8

大 学 ･ 短 大 等
の 公 開 講 座

鹿児島県立短期大学

志學館大学

鹿児島純心女子大学

放送大学鹿児島学習センタ ー

第一幼児教育短期大学

鹿児島女子短期大学

鹿児島大学

鹿屋体育大学

鹿児島国際大学

第一工業大学（ 現　 第一工科大学）

11

0

0

498

4

465 9, 336

1

1

13

163

67

2, 204

0

0

257

0

0

11

4

1

23

講座等開設機関等

        生涯学習に関する県内の推進状況を調査するこ と により ， 事業の運営に生かすと と も に， 生涯学習
      環境の充実を図る。

社会人の受入状況

8

0

7

0

0

聴講・ 研究生
等受入者数

55

584

07

19

講座数

1

特別試験等入
学者数

230

1

74

計受講者数計
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Ⅴ その他 

１ 視聴覚サービス 

  

⑴  趣旨 

ア 中央センタ ーに設置さ れた県視聴覚ラ イ ブラ リ ーの円滑な運 

 用を 図り ， 学校教育や社会教育等における視聴覚教材の活用を  

 促進する。  

イ  学校教育及び社会教育の学習活動に役立つ映像教材を 整備 

  し ， 地域視聴覚ラ イ ブラ リ ー， 市町村， 県立学校， 関係機関・  

団体等に教材を 貸し 出す。   

⑵  概要 

   ア  視聴覚ラ イ ブラ リ ーは， 映像教材を 活用し ， より 分かり やすく 具体的な学習や研修を 行う ため 

の支援を し ている。  

   イ  貸出権・ 上映権付き の DVD・ ビデオ・ 16 ミ リ フ ィ ルム等映像教材を ， 営利を 目的と し ないこ と  

等を 条件に， 学校教育・ 社会教育等の関係機関・ 団体に貸し 出し ている。  

 

県視聴覚ラ イ ブラ リ ー所有教材数（ 令和４ 年３ 月末現在）  

メ ディ ア種別 所有本数 メ ディ ア種別 所有本数 

ビデオ・ DVD 2, 927 本 16 ミ リ フ ィ ルム 1, 326 本 

 

⑶ 令和３ 年度の視聴覚教材利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 ⑷  教材活用促進のための取組 

    中央センタ ーホームページ上に「 最新映像教材一覧」 と 「 よく 利用さ れる教材一覧（ ジャ ンルご 

と ） 」 を 掲載し ている。 また， メ ディ ア研修講座において， 教材貸出手続等や借用及び返却手続の 

手順について講義し たり ， 実際に視聴覚教材予約システムを 使っ て説明し たり するなどし ている。  

県視聴覚ラ イ ブラ リ ー 
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２ アジア国際子ども映画祭参加作品選定事業 

⑴ 目的 

子供たち が自ら 作成し た３ 分間の映像作品を コ ン テスト する アジア国際子ども 映画祭の九州ブ

ロッ ク 事務局と し て， 作品を募集すると と も に映画祭出品作品を選定する。  

 

⑵  内容 

ア 趣旨 

「 アジア国際子ども 映画祭（ 以下「 映画祭」 と いう 。）」 は， 子供たちが自ら 制作し た３ 分間

の映像を コ ンテスト する映画祭である。 近年， 子供たちを 取り 巻く 環境は， 非行やニート ， い

じ め， 青少年犯罪と いっ た様々な問題を抱えている。 こ の映画祭は， こ う いう 時代を生き る 子

供たちに少し でも 夢や希望を与えたいと いう 想いから 生まれた大会である。  

イ  テーマ  

「 私の目標」  

※ テーマ「 私の目標」 は， 令和４ 年度へ引き 継がれる。  

ウ 応募資格   

九州各県の小学生， 中学生， 高校生及びそれら の年齢に相当する個人またはグループ 

 
⑶ 第14回アジア国際子ども 映画祭I N南あわじ 市について 

令和２ 年度中止と なっ た「 第 14 回アジア国際子ども 映画祭 I N南あわじ 市」 については， 新型コ

ロナウイ ルス感染症拡大防止のため， 令和３ 年度も 中止 
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